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ぬ ま づ 議 会 だ よ りぬ ま づ 議 会 だ よ り

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は

問　

兵
庫
県
西
宮
市
が
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
を
生
か
し
開
発
し
た
、
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
の
考
え
は
。

答　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
被
災

者
の
生
活
再
建
に
向
け
て
必
要
と
な
る

膨
大
な
行
政
事
務
を
効
率
的
に
行
う
た

め
に
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、

被
災
し
た
自
治
体
で
緊
急
物
資
の
管
理

を
初
め
、
仮
設
住
宅
の
入
居
状
況
及
び

義
援
金
の
支
給
状
況
な
ど
の
管
理
を
す

る
上
で
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、
災
害
時
に
お

け
る
住
民
情
報
管
理
の
一
つ
と
し
て
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

防
災
対
策
と
し
て
の�

�

愛
鷹
山
ろ
く
の
開
発
は

問　

防
災
対
策
の
観
点
か
ら
、
津
波
の

危
険
性
の
な
い
愛
鷹
山
ろ
く
の
土
地
利

用
を
見
直
す
考
え
は
。

答　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
来
、
津

波
に
対
す
る
防
災
意
識
が
高
ま
り
、
国

に
お
い
て
、
津
波
を
念
頭
に
入
れ
た
土

地
利
用
規
制
や
、
高
台
へ
の
集
団
移
転

な
ど
、
減
災
の
考
え
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。
愛
鷹
山
ろ
く
に
つ
い
て
は
、
津
波

に
対
し
て
は
安
全
な
地
域
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
道
路
整
備

や
排
水
の
下
流
部
へ
の
影
響
、
農
業
施

策
と
の
調
整
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
津
波
対
策
と
し
て
、

愛
鷹
山
ろ
く
の
土
地
利
用
を
図
る
た
め

に
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

道
路
整
備
や
治
水
対
策
を
初
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
諸
問
題
を
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

節
電
対
策
及
び�

�
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

問　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
電
力
不
足

を
受
け
て
、
①
本
市
の
節
電
対
策
は
。

②
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
対
す
る
考

え
は
。

答　

①
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
本
市

で
は
、
節
電
対
策
と
し
て
、
七
月
一
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
、
各
市

有
施
設
に
お
い
て
、
節
電
の
行
動
や
削

減
目
標
を
定
め
た
沼
津
市
節
電
行
動
計

画
を
策
定
し
、
十
五
％
以
上
の
電
力
削

減
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
市
民

や
企
業
に
対
し
、「
広
報
ぬ
ま
づ
」
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
の
ほ
か
、

各
種
会
合
等
で
、
東
京
電
力
職
員
に
よ

る
説
明
を
行
う
な
ど
、
節
電
対
策
の
周

知
に
努
め
て
い
る
。
②
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
と
し
て
、
本
市
管
内
に
お
け
る

発
電
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
基
本
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
本
年
度
策
定
す

る
沼
津
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
中
で
調
査
し
て
い
く
。
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て
は
、
門
池

公
園
の
整
備
に
当
た
り
、
エ
コ
に
配
慮

し
た
公
園
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
設

置
や
太
陽
光
発
電
施
設
を
導
入
し
て
い

く
ほ
か
、
ぬ
ま
づ
の
森
づ
く
り
に
よ
る

緑
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
導
入
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の�

�

静
浦
地
区
小
中
一
貫
校
は

問　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
静
浦
地

区
小
中
一
貫
校
建
設
予
定
地
に
対
す
る

今
後
の
考
え
方
は
。

答　

東
日
本
大
震
災
を
通
し
て
、
想
定

外
の
規
模
の
地
震
と
津
波
に
対
し
て
は
、

防
潮
堤
な
ど
人
工
的
な
構
造
物
で
は
防

ぎ
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
い
ち
早
く
よ

り
高
い
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
、
人

命
を
守
る
上
で
最
も
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
の
教
訓
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

静
浦
地
区
は
、
山
が
海
に
迫
り
、
津
波

と
と
も
に
が
け
崩
れ
や
落
石
等
も
危
惧

さ
れ
て
お
り
、
広
大
な
用
地
を
必
要
と

す
る
学
校
敷
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

現
計
画
以
外
の
適
地
を
見
出
す
こ
と
は

困
難
と
考
え
る
。
地
元
の
要
望
を
伺
い

な
が
ら
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
調

査
・
検
討
を
行
い
、
選
定
さ
れ
た
現
計

画
地
は
、
背
後
に
海
抜
二
十
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
高
台
及
び
下
水
道
施
設
管
理
セ

ン
タ
ー
も
あ
り
、
容
易
に
高
い
場
所
へ

避
難
で
き
る
立
地
条
件
を
満
た
し
、
総

合
的
な
防
災
対
応
の
観
点
か
ら
、
静
浦

地
区
内
に
お
い
て
は
、
最
適
な
場
所
と

考
え
て
い
る
。

▲静浦地区小中一貫校建設予定地（獅子浜）


